
 

  
    
 
   

 

 

この一年の振り返り 

                                                     校 長  中 村 都 士 治 
１１月６日に運動会、２６・２７日に音楽会を開催しました。大きな学校行事を独り占めしたような一月と

なりました。運動会も音楽会も、練習から真剣に取り組む子供たちの様子が印象的でした。家で生活している

いつもとは違う姿、学校で精一杯活動したり、活躍したりしている姿を家族の方に見てもらい、たくさんの拍

手で誉めたり、励ましたりしてほしい。そのような気持ちや期待が表れていたようにも思います。保護者の皆

様には、様々な制約ある状況に、ご理解とご協力をいただくとともに、大きな拍手で子供たちを励ましてくだ

さいましたことに心より感謝申し上げます。  

さて、今月は師走、年の暮れになります。いろいろな決意を胸に今年の正月を迎えたのが、ついこの間のよ

うな気がします。まさに光陰矢のごとしです。この一年を振り返ってみた時、今年も様々なことがありました。

自分はこの一年、一生懸命に全力を尽くしたと、果たしてどの程度言えるのか、心細い限りです。渋沢栄一訓

言集の中に「世の中の事はすべて心の持ちよう一つでどうにでもなる」と言う言葉があります。今年も異常な

事態に振り回されたことで、思い通りに行かなかったことが多かったとしても、曲がりなりにも何とかなった

ことも少なからずあったのではないかと考えます。謙虚に反省してみたいと思います。 

また、今月はクリスマスやお正月を迎える準備の時期になります。以前のように安全で安心して年末の賑や

かな景観に浸るには、もう少し我慢が必要のようです。それでも、この時季に子供たちの身の回りは物で溢れ、

新しい物も次々と売り出されるのではないでしょうか。高価なゲームや品物、携帯電話など切りがありません。

子供からせがまれると買い与えることが当たり前になってしまう時期でもあります。 

１８世紀フランスの思想家ジャン＝ジャック・ルソーの教育論「エミール」の中に、「子供を不幸にするい

ちばん確実な方法は何か、それをあなた方は知っているだろうか。それはいつでも何でも手に入れられるよう

にしてやることだ。すぐに望みがかなえられるので、子供の欲望は絶えず大きくなって、遅かれ早かれ、どう

しても拒絶しなければならなくなる。ところが、そういう拒絶に慣れていない子供は、欲しい物が手に入らな

いことよりも、拒絶されたことをいっそう辛く考えることになる。」という一文があります。欲した物を欲し

た通りに与えられた子供は、物を得ることで一時の気持ちは満たされますが、そのことで我慢することや待つ

という心は育ちません。次々に手に入る物で溢れ、物への執着心は薄れ、なくしても探そうとする努力も失わ

れていきます。人は「何でも望み通りにならない」ことを多様な価値観や考えをもった人との関わりの中で学

びます。「何でも望み通りになる状況」を与えられ続けてきた子供には、望み通りにならない状況になった時、

拒絶されたと感じ、誰かを憎んだり、何でも人のせいにして自分で考えることを止めたりするかもしれません。

思い通りにならないことに対して、考えたり努力したりしながら乗り越えるという喜びも味わうことなく、そ

の力も育ちません。 

○我慢がしつけの第一歩である…我慢ができなければしつけはできない。 

        我慢ができない子供は社会生活に支障をきたす。 

○子どもを嘘つきにしない…子供は追い詰められると嘘をつく。 

     大人の過大な期待は、子供に偽りの行動をとらせる。 

○口に出すより、じっと見守る…言葉の過保護が、子供の主体性を奪う。 

        見守るいらだしさに耐えることが、子供の成長につながる。 

○言うことは聞かないが、することはまねる…子供は大人の鏡。 

        後ろ姿の教育は面と向かってのお説教に勝る。 

○大人の物差しで何でも測らない…子供の友だちには、いろいろなタイプがいる。 

        子供にとって大切なこと、興味のあることはたくさんある。 

○脅しや体罰は禁物である…脅しで効果は期待できず、体罰はしつけではない。 

これらは、私の恩師が綴った「子どものしつけ２５条」から抜粋したものです。子供を理解するための２５

条でもあると注釈が加えられていました。子供の成長に関わる者として、このような視点からも謙虚に振り返

ってみたいと思います。 

コロナ禍ではありますが、子供たちが楽しみにしているクリスマスやお年玉の季節を迎えます。与え方や使

い方を親子で考える好機でもあります。子供の自律心や問題を乗り越える力を養う家庭でしかできない教育実

践の場になるのではと思います。 

よいお年をお迎えください。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

            ☆誠を尽くす子  ○学び合う子 ○やさしい子 ○元気な子 

 

 

 

 

 

令和３年１１月３０日 

北区立東十条小学校           

校 長 中村 都士治 そてつ 



日 曜
校庭

開放
12月の行事　等

1 水

校門挨拶(6年)
個人面談日程表配布
4時間授業(4年2組以外)

2 木 児童評価始

3 金 都学力調査(4年)

4 土

5 日

日曜公開(1,2年 給食後下校)
弁論大会(5校時/3～6年)
与論訪問児童保護者会

6 月 振替休業日

7 火

水曜時程(5時間)
避難訓練
学校評価ｱﾝｹｰﾄ開始(保護者)
持久走週間始
個人面談①

8 水 水曜時程(5時間)

9 木
水曜時程(5時間)
個人面談②

10 金
水曜時程(5時間)
児童集会
個人面談③

11 土
12 日 ○

13 月

クラブ⑧
学校評価アンケート〆切
星見会(予備日：14日)

14 火
水曜時程(5時間)
先生による読み聞かせ(全学級)
個人面談④

15 水 水曜時程(5時間)

16 木

水曜時程(5時間)
安全指導
個人面談⑤

17 金
水曜時程(5時間)
音楽朝会
個人面談⑥

18 土
土曜授業⑧
持久走記録会
持久走週間終

19 日 ○

20 月

水曜時程(5時間)
なかよし班活動①
持久走記録会予備日

21 火
水曜時程(5時間)
なかよし班活動②

22 水
水曜時程(5時間)
なかよし班活動③

23 木
給食終
特別時程(13:45以降に下校)
大掃除

24 金
4時間授業
読書月間②終(11/29～)

25 土 与論代表児童訪問

26 日
冬季休業日（小中）始
与論代表児童訪問

27 月 与論代表児童訪問
28 火 学校閉庁日

4 火 学校閉庁日
5 水 学校閉庁日
6 木

7 金 冬季休業日終

8 土

9 日 ○
10 月 ○ 成人の日

11 火

4時間授業
給食始
校門挨拶(4年)
生活振り返り週間始

12 水
水曜時程(5時間)
席書会(5・6年)

13 木
水曜時程(5時間)
席書会(3・4年)

1月

 

R3 年度運動会 
 体育主任 柳 陽介 

 5 月に予定されていた運動会でしたが、１１月に延期となり今年

度も、コロナ禍での運動会になりました。ただ、保護者の方々の運

営に対するご理解のおかげで無事に終えることができました。ご協

力ありがとうございました。 
感染状況が拡大し、一時はどうなることかと思われました

が、少しずつ感染が収まり、今年度は開会式、閉会式は全校
児童が集まって行うことができました。応援団によるエール
交換は、大きな声ではできませんでしたが、赤組、白組に分
かれて全児童が参加でき、それぞれの組のまとまりが感じら
れました。また一人一人のモチベーションの向上につながっ
たのではないでしょうか。閉会式で、結果を見て、それぞれ
の組で喜びや悔しさを味わうことができたことも昨年度には
無かったことで、大きな意味をなしたと感じます。 
種目は限られていましたが、その中で子どもたちは、全力

を出し切れたように感じます。一人一人の表情が、本当に良
かったです。ダンスを楽しむ表情、スタ 
ート前の張り詰めた表情、歯を食いしば 
って力を振り絞る表情などとても印象的 
でした。 
一人一人の頑張りを再確認できた運動 

会になりました。 

 

生活指導主任 中里 奈穂 

【今月の生活目標】整理整頓をしよう 

 ふれあい月間で行った｢友達アンケート｣を集計したとこ

ろ、｢オンラインゲームで暴言を言われた。｣｢オンラインゲ

ームでギフトのやりとりをしてしまった。｣｢LINE で友達と

トラブルになった。｣などの情報端末を利用しての悩み・相

談が多く寄せられました。これら学校外でのトラブルは、学

校だけで解決することはできません。各家庭で｢家庭での約

束｣と｢使用状況｣を確認し、正しい利用ができるよう、ご指

導をお願いいたします。 

 朝夕の寒さが厳しくなってきました。ポケットに手を入

れずに登校できるように、手袋やマフラーで防寒をさせて

ください。また、かいろ・耳あての着用、フードをかぶって

の登校は、安全上の理由で禁止にしています。詳しくは「東

小スタンダード」をご確認ください。 

音楽会について 

音楽専科 金澤 利代子 

 １１月２６日（金）児童鑑賞日と１１月２７日（土）保

護者鑑賞日の２日間音楽会が行われました。コロナ禍によ

る対応のため、例年とは鑑賞の仕方も変更となりました

が、ご来場いただきありがとうございました。また、ボラ

ンティアとして多くの方々にご協力いただき、ありがとう

ございました。 

 今年度は「心躍る音楽の旅！東小ワールドへようこそ」

というテーマを掲げ、それぞれの学年で色々なジャンルの

演奏表現に取り組みました。 

 全児童が直接演奏を楽しむことが難しい中、金曜日に児

童は一つの学年は会場で、他の学年は GoogleMeet による

オンラインで他学年の演奏を鑑賞し、土曜日には保護者の

皆様や地域の皆様に演奏を届けることができました。 

演奏の後、子供たちからは「楽しかった！」「やりきっ

た！」との満足そうな声が挙がっておりました。達成感や

喜びを得ることができたと思います。全校で取り組むこと

のできた、貴重で、すてきな機会となりました。 



          

   

 


